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Tyzzer痛感独マウス肝乱 刺 (1'.loo)0.02d(菌数

lXIO')脳内横様 3日維殺マウス : 悦JJ焚丸 榎琴 ･

碗樺 など塵 い神経症我 をLy)1o

組私学的所見および考穀 .一陥射.'JiJlから皮掛 こかけて

11こ飽/J機解域死性 が著明で. 好中球の浸潤 L.み られるっ

稚拙郎位 .是か ら推して,瑞 軒H jそ:,く防:I;;壁か ら進

litLt:もの と考 えらLtるが皮問や陥唯に Lu変化 が33よ/i,

でいる｡大型の神桂細管迫の蛮椎竣妃が一次的 fJ変化であ

ることを想催 させ る所見 として. 1=上土Jfア ンモン角(二

おいて･は.錐体状細胞層の退鴇的 なll.;変が苦 しい ･L耳鼻

I)のに比 して叩担層の絹璃 LHヱとん と̀A I,れT.･いこと

が注目きttる, もっ とLu特徴的r+･ことLま.項死柄 娘の閏

辺 でPAS陽性樟菌体の増馳憶が神経細的細弛矧 勺;二み

られることである (写束2)｡紳錦織鞍1,のflJ期慾染憶 と

I.'らltる所見が皮貨に3''いて もみ られる ('Fj:負3)｡ と

きには芽胞様形態か神縫細脚 Ĵにふ とめ られる｡この他.

脳室上衣細胞 ･脆給養上皮細胞 についても南柏蛾性かみ

られるが.肝璃変の場合 と同 じく,J'IM/t'.組粗中心悪T'や強

く変性 した神桂細絶やにtl相即 本をふ とd)W.く. 乏[=.

無細胞准粁Ilに削 本をみることi'まlLである｡

慈娘隣組抱中の剛心は形態学的所見 ･柄原性 に関 して

感娘肝納税中のEYl'仏 と差輿がないが.坑慈姑?r'/ス肝･
ウサ ギ抗体に_.とる正目を･間接蛍光抗体法 でt'向薪の杭唯

的同一性か雌かめ られている｡

こ,7)よう/J所9.は.同 じ悠娘肝材料の静尽脆内横枠の場

合におけ る伯相補が Iuっば ら4･:活肝細胞依存性 であるら

しいこととf･L比 Lて舛味深い｡ この ように微生物 として

は大聖の詐柏(こ弼する寄生略机 宿主の生命妓指の邦紫

･+_A-｡環を言flうべ く特殊l二分化 した紹抱 を 一次緑的 とし.

.''･そI,く.'iそ7)代謝油性に戴 しく依存 して相糾 し紹鞄鶴

牧作 を党維 するとすItは.紹南悪汝現象 としてIlさhg)

て特殊 fJi,I)といえよう｡ これ までに知 られている紹LYl

による宿主 綿熊J.台場 とする感泣.I:とえはサルモネラ偶.

7ルセラ属.i.-.'柁偶などの悠娘では標的細胞が主 として

構造的 ･槻能的に艶物処理 あるいは炎性反応への巻LTpほ

便-15とLf=糊熊糸細脂であ ることを考 えると,TyzT.Cr

柄悠LJtに)I;,Itる所見は.このような･頴菌漆浪rd-:の鞄 叫

を通観 Lt=もののようiこ思わtLる｡


